
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

きぬた１４１号  

1 OPINION 

「キャンプ～自然の中で楽しませ

てもらうために」 

 

   通常社員総会の開催について 

 

   会員の opinion を募集 

 

2 野外活動関係諸団体の 

活動ガイドラインの紹介 

「キャンプ～自然の中で楽しませてもらうために」 

  第 141号（2020-02号） 発行日 令和 2年 7月 15日 

http://saitama-camping.jp/ 

E-mail  saitama@camping.or.jp 

N PO 法人埼玉県キャンプ協会 ,   〒３３６-０９７４  埼玉県さいたま市緑区大崎 3551  浦和大学  中島研究室  

h t tp ://sa i tama-camp in g . j p /    E-ma i l  sa i t ama@camp ing . o r . j p    TEL  080-8729-0349 (事務局専用 )  

 自然環境を利用して行われるキャンプは、多かれ少なかれ自然環境に負

荷を与えることになります。その負荷をできるだけ小さなものにするよう

配慮すること、いわゆるミニマム・インパクトの考え方が求められます。

野外における活動は、人間が自然に与える影響についての理解と配慮がな

ければ、その活動の舞台となる自然を失うことにもなりかねません。自然

の中で楽しませてもらうためには、ある種の覚悟も必要だと思います。 

 自然と共に生き、野外生活の達人であったアメリカ・インディアンには

次のような教え（タブー）があったと言われています。 

 〇大火をたくのは愚か者だ。 

 〇煙を出すな。 

 〇足音を立てるな、足跡を残すな。 

 〇大声を出すな。仲間への合図は、鳥や獣の鳴き声をまねて行おう。 

 〇そこで一泊したことがわからないよう、もとにもどしておこう。 

 

 彼らにとって自然は「子孫からの借りもの」であり、可能な限り自然を

今と同じ状態で、あるいは今よりも豊かな状態で次代に返さなければなら

ないと考えられていたのです。イコロイ族の格言に『どんなことも七世代

先まで考えて決めなければならない。』というものもあります。自然に与

える影響をできるだけ小さなものにしようというアメリカ・インディアン

の教えはキャンプでも大切にしたいものですね。 

 

 自然環境にまったく負荷を与えずにキャンプをすることは現実的には難

しいことです。だからこそキャンプをすること、キャンプを楽しむこと

と、自然に配慮することとの間にバランスを見出すことを意図していきた

いものです。キャンパーがキャンプを楽しみながら自律的にふるまい、自

然への負荷を小さくするために自分たちにできることをひとつずつ実行し

ていくことは、キャンパーにとっても自然にとっても大切なことです。そ

してこのような経験はキャンプだからこそできることでもあり、日常への

転化も期待したいキャンプ効果のひとつであるといえるでしょう。 

（NPO埼玉県キャンプ協会会員 中村正雄） 

会員の「OPINION」を募集 
冬には、どんなキャンプをしました

か？キャンプを通じてどんなことを考

えましたか？あなたの体験や意見・感

想を、きぬたで紹介してみませんか。 

「OPINION」では、あなたの投稿を

募集しています。以下の要領で、あな

たの OPINIONを送ってください。 

寄稿方法：電子メールに限る。 

寄稿先：saitama@camping.or.jp 

書 式：800字程度（日本語に限る） 

添 付：寄稿内容に関連する数点 

の写真を添付してください。 

通常総会の開催について 

NPO 法人埼玉県キャンプ協会で

は、新型コロナウィルス感染拡大によ

り令和 2 年度通常社員総会を延期し

ておりますが、状況を慎重に見極めな

がら総会実施の方法を模索していま

す。総会の実施方法、時間、場所に

ついて、決まり次第 NPO 社員（正会

員）の皆様にご連絡いたしますので、

ご協力をよろしくお願いいたします。 

会員から寄せられたキャンプに関する意見や感想を紹介しま

す。会員が肌で感じた感想や意見は、「キャンプの今」を映す鏡

になり、「キャンプの明日」を探る窓になることでしょう。きぬた

は、会員とともに、キャンプの今をとらえ、キャンプの明日を考え

ていきます。 



 

2 ページ NPO法人埼玉県キャンプ協会  きぬた 
  

 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

（公益社団法人） 

日本キャンプ協会 

アメリカキャンプ協会が策定した

「 Camp Operations Guide Summer 

2020」の翻訳。新型コロナウイルス影

響下における「新しい生活様式での青

少年活動の再開」に向け、日本語版を

監修し公開ています。 

https://camping.or.jp/news_release/14

796.html 

 

（一般社団法人） 

コンサベーション・アラ

イアンス・ジャパン 

野外に出るときに心得るべき５つのガ

イドラインを紹介しています。 

https://outdoorconservation.jp/news/1

533 

 

（公益社団法人） 

日本自然保護協会 

コロナ収束後の復興は、元の社会に

戻るのではなく、自然と人間がともに

健康になる新たな社会を構築すること

だと提案しています。 

https://www.nacsj.or.jp/official/wp-

content/uploads/2020/05/20200522_a

ftercovid19_NACS-J.pdf 

 

team KOI 

医師、山小屋経営者、山岳ガイド、ツ

アー会社、山岳ライターらで構成され

る「team KOI」のメンバーによる提言で

す。登山のリスクマネジメントについて

まとめてあります。登山再開の準備編

です。 

https://www.yamakei-

online.com/yama-

ya/detail.php?id=1046 

 

team KOI 
登山再開時の登山中と下山後に気を

つけること。前掲の後編です。 

https://www.yamakei-

online.com/yama-

ya/detail.php?id=1047 

 

（一般社団法人） 

宮城県キャンプ協会 

感染防止のための基本的な考え方と

具体的な取り組みについて紹介して

います。 

https://blog.canpan.info/cam/img/E38

2ACE382A4E38389E383A9E382A4

E383B320200608.pdf 

 

（公益社団法人） 

日本カヌー連盟 

トップ選手向けのものですが、カヌー

などの水辺活動を行う上で参考にな

る情報も含まれています。 

https://www.canoe.or.jp/news/commi

ttee/post/202006021333/ 

 

日本赤十字社 

ウイルスの次にやってくる「恐怖」「不

安」「相互不信」について考えさせられ

る映像です。 

https://www.youtube.com/watch?v=r

bNuikVDrN4 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

２.野外活動関係諸団体の活動ガイドラインの紹介 
 

ＮＰＯ法人埼玉県キャンプ協会 

http://saitama-camping.jp/ 

E-mail saitama@camping.or.jp 

〒336-0974 

埼玉県さいたま市緑区大崎 3551 

浦和大学 中島研究室 

TEL 080-8729-0349 

 

今夏、キャンプ活動を計画中の皆様には、各種団体から公開されているガイドラインを参考に計画を進めてく

ださい。NPO 法人埼玉県キャンプ協会では、一日も早い新型コロナウィルス感染の収束を願い、キャンプ活動の

再開に向けて会員とともに努力していきます。 


